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研究成果の概要：

底泥中の人為起源物質の水平分布が、発生源から底泥粒子に物質が付着し、撹乱で再懸濁し、
周囲に輸送・拡散されて形成されることを確認した。潮流エネルギーの逸散率に関して、 瀬戸
内海のような多島海におけるその時間変化がヨーロッパに多い開放性陸棚海域のそれとは異な
る点が多いこと、流動構造及び鉛直混合の変動が物質や生物の分布に影響を与える点
を明らかにした。音響散乱体として流体と気泡の混合流体に着目した研究を実施した。
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１．研究開始当初の背景

沿岸域の海中には、不溶性の粒子状物質

（懸濁物質）が存在する。それらは海域の富

栄養化、赤潮発生、海底貧酸素化にも密接に

関係している。その挙動をより詳細に把握す

るためには、これまであまり着目されてこな

かった海中の微小な渦の実態を、特に長期に

渡って観察する必要がある。

なお、海中乱流の強さを長期にわたって求

めるにはエネルギー逸散率（ε）を直接計測

あるいは間接推定する必要がある。本提案で

は、沿岸域の環境監視に長年利用されている

水温塩分深度計（CTD）や、海底設置型超音

波多層流速計(ADCP)のデータを使って、εの

長期推定ならびに懸濁物の挙動把握が可能

かどうかを検証する。また、海底から巻き

上がる懸濁物などの海中への回帰現象に

ついても、超音波流速計を使った流速変

動観測ならびに超音波反射強度を用いた

長期モニタリングが有効である。

２．研究の目的
本研究では陸域から河川を経由して供給
される陸起源の懸濁物質輸送量の長期にわ
たる定量化および変動特性の把握と、海底上
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の懸濁物質が海中へ回帰する過程の把握、お
よびこれらに影響する乱流混合強度の長期
変動特性の計測方法について基礎研究を行
う。

３．研究の方法

(1)人間活動由来物質が内湾海底上に形成す
る分布の形成機構を明らかにするために、広

島湾奥部において2002年から2003年にかけ
て調査された底泥中の懸濁粒子に含まれる

有機スズ化合物濃度の水平分布の形成過程

を、物理的側面から検討した。

(2)瀬戸内海中部に位置する芸予諸島におい
て平成 16 年度に収集した潮流エネルギー逸
散率のデータを解析した。

(3)沖縄県八重山諸島竹富島海底温泉の
周期が 1分程度の間欠泉から海中に噴出
される気泡と流体の混合流体を音響散

乱体と考え、その上向き流速変動を、3
次元超音波流速計を用いて周期 1秒とい
う短時間間隔で計測し、その流速や超音

波反射強度の変動特性と潮汐との相関

関係について研究を行った。

(4)河川から供給される陸起源懸濁物質
が流入する水域としてダムを考えた場

合には、懸濁物がどのような挙動を流入

後に示すかは、濁水の密度とダムの水の

密度との関係により支配される。ダムの

水の密度は水温によって決定されるの

で、水温の長期変動特性について調査研

究を行った。

(5)瀬戸内海の灘－海峡系において現地
観測を行なった。

４．研究成果
(1) 調査は、船底防汚塗料や漁網防汚剤とし
て使用されてきたトリブチルスズ（TBT）と
トリフェニルスズ（TPT）のほか、TBTの分
解生成物であるジブチルスズ（DBT）につい
て実施され、TBTおよび TPT濃度は、造船
所の前面水域で最も高く、この水域から遠ざ
かるにしたがって低下していたことがわか
った。一方、DBTはこれらとは異なる分布傾
向を示していたが、その理由は DBTが TBT

の分解生成物と考えることで説明できた。ま
た、数値実験によれば、排出源から放出され
た懸濁粒子が河口循環流に伴って底層を湾
奥向きに向かって移動し、およそ 2週間で懸
濁粒子の大半が湾奥部の海底近傍に輸送さ
れるとの結果を得た。この結果は、観測結果
と整合的であったので、有機スズ化合物が発
生源から底泥粒子に付着し、それが撹乱で再
懸濁して周囲に輸送・拡散することにより、
実際の濃度の平面分布が形成されることが
裏付けられた。
(2)潮流エネルギーの逸散率に関して、 瀬戸
内海のような多島海における潮流エネルギ
ー逸散率の時間変化は、ヨーロッパに多い開
放性陸棚海域のそれとは異なる点が多いこ
とが明らかとなった。
(3) 間欠泉の周期間隔と潮位との間に強い
正相関があること、また間欠泉の物理モデル
として垂直管モデルを採用し、実測された噴
気間隔・潮位変動とを考慮すると、海底下の
地下熱源温度と垂直管に再供給される水の
温度の関係が示せることがわかった。
(4) 全国ダムの上層では水温上昇傾向
が認められること、下層では人為的水位
操作等の影響を水温が強く受けること
を明らかにした。
(5) 瀬戸内海の灘－海峡系において現
地観測を行ない、流動構造及び鉛直混合
の変動が物質や生物の分布に及ぼす影
響の一部が明らかとなった。
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